






要約:心房内血流転換術を施行した TGA11 例と,TAPVR12 例に対して、術後 1 ヵ月および術

後 1年にホルター心電図を行ない,心内修復術後の不整脈について検討を行なった。 

TGA に対して Mustard 術を行なった 3例では洞調律が保たれていたが,Senning 術を行なっ

た 8例では 4例だけが洞調律であり,洞結節の障害は長期的な問題であった。TAPVR 術後で

は,全例洞調律であり,SVPC が 58%に認められたが一過性であった。 


